
滋賀県議会だより

滋賀県の自然と生物多様性

　

令
和
７
年
１
月
に
県
立
総
合
病
院
と

県
立
小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
統
合

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
小
児
患
者
の
病

床
が
減
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
強
い

不
安
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　

小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
再
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
知
事
は
令
和
３
年
₁₁
月
定
例
会

議
で
、「
苦
渋
の
決
断
」
と
し
て
事
業
の
延

期
を
表
明
さ
れ
、
令
和
４
年
度
か
ら
２
年
間

か
け
て
、
施
設
・
整
備
の
集
約
化
や
有
効
活

用
の
観
点
も
踏
ま
え
て
整
備
事
業
を
見
直
す

と
さ
れ
ま
し
た
。
見
直
し
の
中
で
、
統
合
後

の
総
合
病
院
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
小
児
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
が
果
た
し
て
き
た
役
割
や
機

能
を
ど
の
よ
う
に
引
継
ぎ
、
担
い
、
充
実
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和

７
年
１
月
の
病
院
統
合
後
も
、
難
治
・

慢
性
疾
患
の
治
療
を
は
じ
め
と
す
る
小
児
保

健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
核
と
し
て

の
役
割
を
引
き
継
ぎ
、
拡
充
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

統
合
後
の
総
合
病
院
で
は
、「（
仮
称
）
こ

ど
も
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
を
組
織
に
位
置

づ
け
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に
お
い
た
医
療
・

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
、

よ
り
高
度
な
小
児
医
療
の
提
供
、
診
療
で
き

る
疾
患
の
拡
大
、
重
度
障
害
児
等
が
成
人
後

に
生
活
習
慣
病
等
に
罹
患
し
た
場
合
の
対
応
、

レ※
３

ス
パ
イ
ト
入
院
の
体
制
整
備
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
切
れ
目
の
な
い
体
制
を
構

築
し
ま
す
。

　

入
院
治
療
を
行
う
小
児
病
棟
は
、
統
合
後

で
き
る
だ
け
早
期
に
、
充
実
し
た
医
療
設
備

と
５
０
０
床
を
超
え
る
病
床
を
有
す
る
現
在

の
総
合
病
院
へ
移
転
す
る
予
定
で
す
。
急
性

期
、
慢
性
期
の
病
態
に
応
じ
た
小
児
専
用
病

床
を
、
そ
れ
ぞ
れ
30
〜
40
床
、
合
計
60
〜
80

床
程
度
確
保
し
、
今
後
の
患
者
数
の
見
通
し

も
踏
ま
え
、
必
要
な
病
床
数
を
確
実
に
維
持

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
11
年
１
月
の
供
用
開
始
を
目

指
す
小
児
新
棟
に
は
、
小
児
専
門
外
来
と
慢

　

令
和
６
年
度
当
初
予
算
編
成
に
あ
た

り
、
本
県
を
取
り
巻
く
情
勢
変
化
を
ど

の
よ
う
に
反
映
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
将
来
に

向
け
た
投
資
と
、
財
政
の
健
全
化
の
取
組
を

い
か
に
両
立
さ
せ
て
い
く
の
か
知
事
の
決
意

を
伺
い
ま
す
。

　

社
会
構
造
と
価
値
観
が
変
容
し
て
き

て
い
る
中
、改
め
て
「
豊
か
さ
」
や
「
幸

せ
」
に
つ
い
て
考
え
、
子
ど
も
・
若
者
が
夢

や
希
望
と
と
も
に
歩
む
滋
賀
の
未
来
を
展
望

し
、
行
動
に
移
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
令
和

６
年
度
に
向
け
て
、
世
界
の
潮
流
や
国
の
方

針
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に

お
い
た
施
策
、
世
界
と
滋
賀
の
未
来
を
見
据

え
た
新
た
な
一
歩
を
踏
み
だ
す
施
策
を
構
築

し
、
予
算
を
編
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に

は
、
人
づ
く
り
や
、
地
域
の
振
興
、
経
済
の

活
性
化
に
資
す
る
施
策
・
事
業
に
財
源
を
振

り
向
け
、
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
の
持
続
的
・
安
定
的
な

実
施
に
は
、
税
や
地
方
交
付
税
を
含
め
た
歳

入
の
確
保
・
充
実
に
加
え
、
限
ら
れ
た
財
源

を
新
た
な
取
組
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
り
、
事
業
見
直
し
や
業
務
の
効

率
化
に
不
断
に
取
り
組
み
、
投
資
と
財
政
健

全
化
の
両
立
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ
・

障
ス
ポ
２
０
２
５
」
開
催
が
約
２
年
後

に
迫
る
中
、
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
大
会
に
対
す

る
機
運
と
、
今
後
の
機
運
醸
成
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
選
手
育
成
強
化
の
取
組
を
一
過
性

の
も
の
と
せ
ず
、
大
会
終
了
後
の
競
技
力
向

上
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
な
ど
若
い
世
代
の
継
続
的
な

育
成
強
化
や
、「
ス※
１

ポ
ー
ツ
特
別
指
導
員
」

と
し
て
採
用
さ
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
大

会
終
了
後
の
あ
り
方
や
処
遇
に
つ
い
て
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
に
実
施
し
た
調
査
で
の
大

会
認
知
度
は
、
国
ス
ポ
が
46
・
２
％
、

障
ス
ポ
が
23
・
６
％
で
あ
り
、
な
お
一
層
の

認
知
度
向
上
が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

全
県
的
な
広
報
展
開
の
た
め
市
町
と
の
機
運

醸
成
ワ
ー
キ
ン
グ
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
は
企
業
・
団
体
と
連
携
し
た
広
報
啓
発

の
強
化
や
啓
発
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
盛

り
上
げ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
継
続
的
な
育
成
強
化
に
関
し

て
は
、「
滋※
２

賀
レ
イ
キ
ッ
ズ
」
の
選
手
発
掘
・

育
成
の
仕
組
み
や
少
年
か
ら
成
年
選
手
ま
で

の
一
貫
し
た
指
導
体
制
が
各
競
技
に
整
い
つ

つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
特
別
指
導

員
は
、
選
手
と
し
て
の
活
躍
は
も
と
よ
り
滋

賀
の
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
育
成
に
も
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
会
終
了
後

も
滋
賀
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
い
た
だ
け

る
よ
う
、
就
職
あ
っ
せ
ん
等
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

選
手
強
化
の
過
程
で
実
を
結
び
つつ
あ
る
取

組
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
大
会
の
レ
ガ
シ
ー

と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

環
境
政
策

　
「
生
物
多
様
性
し
が
戦
略
」
に
よ
る

短
期
目
標
に
向
け
た
取
組
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
、
長
期
目
標
か
ら
ど
の
よ
う
な
現

状
に
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
期
戦
略
策
定
に
あ
た
っ
て
の
重

要
な
視
点
と
、
滋
賀
な
ら
で
は
の
戦
略
に
か

け
る
知
事
の
思
い
を
併
せ
て
伺
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
短
期
目
標
の
達
成
状

況
を
量
る
29
の
指
標
の
う
ち
、
約
６
割

の
16
の
指
標
で
「
達
成
」
ま
た
は
「
ほ
ぼ
達

成
」
と
な
っ
て
お
り
、
一
定
の
状
況
改
善
を

図
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
も
の
の
、
２
０
５

０
年
の
長
期
目
標
で
あ
る
「
生
き
も
の
と
人

と
が
共
存
し
、
自
然
の
恵
み
か
ら
生
み
出
さ

れ
る
多
様
な
文
化
が
展
開
す
る
社
会
の
実

現
」
に
向
け
て
は
、
い
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
期
戦
略
策
定
の
重
要
な
視
点
は

大
き
く
二
つ
あ
り
、
一
つ
目
は
、
行
政
だ
け

で
は
な
く
、
企
業
や
地
域
等
が
主
体
と
な
っ

た
保
全
地
域
の
拡
大
を
促
進
す
る
こ
と
、
二

つ
目
は
、
自
然
環
境
や
生
物
多
様
性
を
地
域

資
源
と
し
て
持
続
可
能
な
形
で
利
用
し
、
更

な
る
保
全
に
つ
な
げ
る
好
循
環
を
創
出
す
る

こ
と
で
す
。

　

次
期
戦
略
に
お
い
て
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
自
分
ご
と
と
し
て
意
識
し
、
ま
た
楽

し
み
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
で
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
生
物
多
様
性
の
損
失
を
止
め
、
回

復
軌
道
に
乗
せ
る
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ 

〜
自
然
再
興
〜
」
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
滋
賀
の
豊
か
な
生
態
系

を
保
全
・
回
復
し
、
そ
の
恵
み
を
享
受
で
き

る
暮
ら
し
や
多
様
な
文
化
を
次
世
代
に
継
承

す
べ
く
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

　９月定例会議では、台風７号により被害を受けた箇所の復旧等に
係る経費を計上する一方で新型コロナ関連経費について、執行状況
や今後の患者数等を見据え、所要額を精査したことなどにより、

247億8,795万５千円を減額する「令和５年度滋賀県一般会計補正
予算（第４号）」など、知事提出議案21件と議員提出議案３件が上
程されました。
　これらを審議した結果、決算特別委員会を設置して休会中に審査
することとした令和４年度滋賀県歳入歳出決算の認定議案等を除き、
いずれも原案のとおり可決しました。
　また、各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項に
ついて審議および調査を行いました。

９月20日～10月13日の24日間

用語解説 ※１　「スポーツ特別指導員」…�全国大会・国際大会で活躍するトップアスリートを「スポーツ特別指導員」として、（公財）滋賀県スポーツ協会で雇用、滋賀県代表選手としての活躍に併せ、競技団体が
実施する強化練習会等に派遣することで本県選手の競技力向上を図るもの。

※２　「滋賀レイキッズ」………将来のトップアスリートを育成するため、滋賀県内在住の小学５年生を対象にセレクトプログラム（運動能力測定会）を実施、選抜のうえ様々なプログラムを提供するもの。
※３　「レスパイト入院」………一時的に在宅での医療的ケアや介護が困難となった場合に、短期間の入院を利用すること。

行
財
政

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

９
月
定
例
会
議
に
お
け
る
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疑・質
問
か
ら

　質
疑
・
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か
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性
期
病
棟
を
設
置
す
る
ほ
か
、
新
た
に

障
害
者
歯
科
治
療
へ
の
対
応
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
子
ど
も
の

命
と
健
康
を
守
る
拠
点
と
し
て
の
機
能

向
上
を
図
り
、
小
児
保
健
医
療
セ
ン

タ
ー
に
期
待
を
寄
せ
て
お
ら
れ
る
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

観
光
・
産
業
振
興

　

２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
万

博
に
向
け
た
取
組
を
、
今
後
ど
の

よ
う
に
盛
り
上
げ
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

　

ま
た
、
知
事
は
、
滋
賀
の
子
ど
も
た

ち
を
万
博
に
招
待
す
る
取
組
や
万
博
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
取
組
の
実
施
を

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
目
的
や

方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

今
後
の
取
組
の
盛
り
上
げ
に
つ

い
て
、
県
で
は
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
関
西
パ
ビ
リ

オ
ン
へ
の
参
加
、会
場
内
催
事
の
実
施
、

観
光
誘
客
、
子
ど
も
の
参
画
、
県
内
催

事
の
実
施
、
推
進
組
織
の
設
置
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
内
外
の
方
に
観
光
、
移
住
、
ビ
ジ

ネ
ス
等
幅
広
い
分
野
で
滋
賀
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
オ
ー
ル

滋
賀
で
の
万
博
参
加
が
重
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
経
済
界
な
ど
各
種
団
体
等
に

よ
る
万
博
推
進
組
織
を
年
内
に
は
設
置

し
、
県
全
体
で
の
更
な
る
取
組
の
広
が

り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
滋
賀
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
万
博
に
お
い
て
世
界
の
様
々

な
文
化
や
知
見
、
技
術
に
触
れ
る
こ
と

は
、
自
分
の
興
味
や
得
意
分
野
を
自
覚

し
、
将
来
進
み
た
い
方
向
性
や
、
社
会

の
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
な
ど

を
自
分
の
中
で
育
て
る
き
っ
か
け
と
な

る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
入
場
料
が
必
要
な
満
４

歳
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
、
教
育

旅
行
も
し
く
は
個
人
や
家
庭
で
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
行
っ
て
い
た
だ
け
る
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

招
待
以
外
の
形
で
万
博
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
取
組
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

土
木
交
通

　

今
後
策
定
さ
れ
る
「
滋
賀
地
域

交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
2
0
4
0

年
代
の
本
県
の
人
口
構
成
や
技
術
的
進

歩
等
に
よ
る
新
た
な
交
通
手
段
の
将
来

像
を
ど
の
よ
う
に
描
こ
う
と
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
推
計
に
よ
る
と
、
本
県
の

総
人
口
は
２
０
４
０
年
に
は
１
３
０
万

人
と
な
り
、
２
０
１
５
年
と
比
較
し
て

約
11
万
人
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。
65

歳
以
上
の
割
合
も
２
０
４
０
年
に
は

33
％
と
な
り
、
高
齢
化
が
よ
り
一
層
進

行
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
運
転
や
移
動
ニ
ー
ズ
の

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
新
た
な
技

術
の
社
会
実
装
も
進
む
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ら
を
活
用
し
た
、
よ
り
利
便
性
が
高

く
か
つ
効
率
的
で
、
地
域
に
最
適
化
さ

れ
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
、Ｄ
Ｘ
等
の
深
化
、

ま
ち
づ
く
り
や
広
域
交
通
の
整
備
の
状

況
な
ど
「
将
来
の
考
慮
す
べ
き
環
境
変

化
」
を
念
頭
に
置
く
べ
き
と
考
え
て
お

り
、
県
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
つ

つ
、
識
者
の
知
見
等
も
得
な
が
ら
、
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
教
育

　

子
ど
も
や
若
者
が
選
挙
や
政
治

に
関
心
を
も
つ
こ
と
は
、
投
票
率

向
上
の
た
め
に
も
、
若
者
目
線
で
社
会

を
変
え
次
世
代
が
輝
け
る
滋
賀
を
つ
く

る
た
め
に
も
大
変
重
要
で
す
。

　

本
県
の
主※
４

権
者
教
育
の
現
状
と
課
題
、

目
指
す
べ
き
方
向
性
と
今
後
の
具
体
的

施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

県
立
高
校
で
は
、
授
業
だ
け
で

な
く
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

や
特
別
活
動
な
ど
、
様
々
な
機
会
に
お

い
て
主
権
者
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
新
設
科
目
で
あ
る
「
公
共
」
の
授

業
で
の
学
習
や
模
擬
選
挙
、
地
元
の
市

議
会
議
員
と
の
意
見
交
流
会
、
地
域
の

未
来
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
実

施
し
て
お
り
、
生
徒
が
地
域
や
現
代
の

諸
課
題
を
自
分
ご
と
と
し
て
と
ら
え
、

主
体
的
に
社
会
に
参
画
す
る
資
質
・
能

力
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い

て
は
、
特
に
若
年
層
の
投
票
率
向
上
が

課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
県
内
の
高
校

２
年
生
全
員
を
対
象
と
し
た
選
挙
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
明
る
い
選
挙
出

前
講
座
を
実
施
し
、
選
挙
の
仕
組
み
や

重
要
性
の
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

若
年
層
へ
の
有
効
な
啓
発
と
し
て
、

各
市
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
、
高
校
生

に
よ
る
啓
発
動
画
の
作
成
や
、
学
生
の

投
票
立
会
人
へ
の
選
任
な
ど
の
優
良
事

例
の
紹
介
や
助
言
等
を
し
て
い
く
と
と

も
に
、
他
の
都
道
府
県
の
事
例
を
研
究

す
る
な
ど
、
よ
り
効
果
的
な
施
策
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

滋賀県ブースのイメージ

９月定例会議で審議した主な議案
議案番号 件　　　　　　　　　名 結果

（知事提出）
議第104号～
議第106号

令和５年度滋賀県一般会計補正予算（第４号）　ほか２件 可 決

議第107号～
議第109号

滋賀県青少年の健全育成に関する条例の一部を改正する条例案　
ほか２件

可 決

議第110号～
議第115号

令和４年度滋賀県一般会計および各特別会計歳入歳出決算の認
定を求めることについて　ほか５件

継続審査

議第116号～
議第119号

契約の締結につき議決を求めることについて（（仮称）新・琵琶
湖文化館整備事業）　ほか３件

可 決

議第120号～
議第125号

権利放棄につき議決を求めることについて　ほか５件 可 決

議第126号～
議第128号

県の行う建設事業に要する経費について関係市町が負担すべき
金額を定めることにつき議決を求めることについて　ほか２件

可 決

議第129号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（滋賀県立
琵琶湖文化館）

可 決

議第130号 令和４年度滋賀県モーターボート競走事業会計未処分利益剰余
金の処分につき議決を求めることについて

継続審査

議第131号 公立大学法人滋賀県立大学に係る中期目標を定めることにつき
議決を求めることについて

可 決

番　号 件　　　　　　　　　名 結果
意見書第13号 地方行政運営に必要な財源の充実・強化を求める意見書案 可決
意見書第14号 下水サーベイランス事業の実施を求める意見書案 可決

意見書第15号 ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な
診療上の評価等を求める意見書案 可決

９月定例会議で審議した意見書

●決算特別委員会の設置
　令和４年度滋賀県歳入歳出決算の認定議案等を審査するため、決算特別委員会が
設置され、10月23日から10月30日まで審査が行われています。
　委 員 長：川島　隆二
　副委員長：冨波　義明
　委　　員：小河　文人、菅沼　利紀、桐田　真人、岩崎　和也、
　　　　　　柴田　栄一、河井　昭成、佐口　佳恵、小川　泰江、
　　　　　　本田　秀樹、海東　英和、加藤　誠一、駒井　千代、
　　　　　　節木三千代

※�本県選出の関西広域連合議会議員について、岩佐弘明議員に代わり
　川島隆二議員が選出されました。

滋賀県議会ホームページ 	 https://www.shigaken-gikai.jp/
滋賀県議会 X（旧 Twitter） 	（アカウント名　@shigakengikai）

議会からのお知らせ

用語解説

　９月定例会議最終日の10月
13日、2025年に開催される国
スポ・障スポ大会の更なる機運
醸成を図るため、議員や県幹部
職員の有志が大会ポロシャツを
着用し本会議が開かれました。

　９月定例会議初日の９月20日、本会議散会後、県西部で震
度６強の地震が発生したと想定し、避難訓練を行いました。
　本会議中に地震
が起こった場合の
避難の手順等を改
めて確認し、いつ
起こるか分からな
い災害に備える意
識を新たにしまし
た。

●国スポ・障スポを
　盛り上げます

●避難訓練を実施しました

スマートフォン
等でも御覧いた
だけます。

※４　「主権者教育」…�国や社会の問題を自分の問題として捉え、自ら考え、自ら判断し、行動していく主権者を育成していくこと。

第 119 号 滋賀県議会だより 令和 5 年（2023年）10月29日（日）　⑵

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会の活動を一層御理解いただくため、分かりやすい広報紙づくりに努めています。滋賀県議会だよりに関する御意見は下記までお寄せください。
宛先　〒520-8577　大津市京町4－1－1　滋賀県議会事務局　政策調査課　TEL 077-528-4094　FAX 077-528-4940　Ｅメール gikai@pref.shiga.lg.jp

こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す


